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Abstract
   It is observed that intonation or a combination of word order and into-
nation is used to convey information on focus in Castilian Spanish. Taka-
sawa （2014）, for example, indicates that the F0 excursion size of con-
trastive focused constituents shows the highest value of fundamental fre-
quency in the whole utterance; on the contrary the value of the F0 is re-
duced before contrastive focused constituents. On the basis of these 
results, this paper investigates if the reduction of the F0 before target 
words is a cue to perceive contrastive focus and what degree of F0 is 
necessary to recognize it. From the results of this perception experiment 
we have obtained the following two findings; 1） the larger F0 excursion 
size is required to perceive contrastive focused constituents, and 2） the 



















































ス語の F0 は前後よりも高く、フォーカス語に後続する部分の F0 の抑制
が顕著に見られることから、フォーカスの有無の判断には、フォーカス語
















をとることにより、本来 1 つのメロディーグループである発話を 2
つのメロディーグループに分ける傾向が見られた。また、ターゲッ











順に従った。図 1 と図 2 は Lola mira la torre blanca en la plaza. という
文が広焦点と対照焦点で発話された際のそれぞれの F0 曲線を示したもの
である。対照焦点のターゲット語句は la torre blanca である。これら 2
つの F0 曲線をそれぞれ平滑化（stylize）機能を用いて簡略化したものが
図 3 である。図 3 のピッチポイント 4 は動詞 mira の mi に相当する。そ
の F0 値は広焦点では 177.3Hz、対照焦点では 110.8Hz であり、広焦点と
は逆に対照焦点では F0 値は抑制される。一方、ターゲット語句に含まれ
る blanca の ca に相当するピッチポイント 8 において、対照焦点では発話
全体の F0 最大値は 196.0Hz であるのに対し、広焦点では 145.6Hz を示す
に過ぎない。






⑴　動詞 mira の mi に相当するピッチポイント 4 を、図 4 の中で破線
を用いて示したオリジナルの 177.3Hz を中心に、対照焦点のポイン
ト 5 に相当する F0 最低値 84.3Hz に近い 87.3Hz まで 10Hz ずつ下
げたものと、対照焦点でポイント 8 に相当するターゲット語句の
F0 値 196.0Hz より約 10Hz 高い値である 207.3Hz まで 10Hz ずつ上
げたもの、計 12 個の刺激音を作成した（図 4 参照）。
⑵　ターゲット語句に含まれる blanca の ca に相当するピッチポイント
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8 を、図 5 の中で破線を用いて示したオリジナルの 145.6Hz を中心に、
対照焦点の特徴である、ターゲット語句内のポイント 8 で実現され
る発話全体における F0 最大値 196.0Hz より約 10Hz 高い 205.6Hz
まで 10Hz ずつ上げたもの、対照焦点で生起するポイント 4 に相当
するターゲット語句の直前の F0 抑制の値である 110.8Hz に近い
図 1　広焦点で発話された Lola mira la torre blanca en la plaza の F0 曲線
図 2　対照焦点で発話された Lola mira la torre blanca en la plaza の F0 曲線
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ムに並べ替え、これを 1 セットとし、5 セットを作成した。
図 4　ピッチポイント 4 の F0 値を 10Hz ずつ変化させ再合成して作成した刺激音




　第 2 外国語としてスペイン語を学習する大学 1 年生 27 名に 3.1 で作成
した刺激音を聴取してもらい、⑴ Lola、⑵ mira、⑶ la torre blanca、⑷






　インフォーマント 27 名が 5 セットを聴取して回答しているので、計
135 個の回答が得られることになる。表 1 と表 2 は、対照焦点の F0 値が
抑制される位置であるポイント 4、ターゲット語句内の F0 最高値を示す
位置であるポイント 8 の F0 値を 10Hz ずつ変化させて作成した刺激音を
聞いたインフォーマントが、⑴ Lola から⑷ en la plaza のうち強調されて
いると判断した箇所の回答数が全回答数 135 個に対しどのくらいの割合に
なっているかをまとめたものである。表 1、表 2 ともに、「ポイント」の
図 5　ピッチポイント 8 の F0 値を 10Hz ずつ変化させ再合成して作成した刺激音
ピッチポイント
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　まず、表 1 を見ていく。これらの刺激音は全部で 5 つのピークを含み、
⑴の Lola の Lo に相当する 1 番目のピークは 173.9Hz である。この F0 値
よりも 2 番目のピークである mira の mi に相当するピッチポイント 4 の
F0 値がわずかに高く、全体で一番高い F0 値となる 177.3Hz の場合のオ
リジナルの刺激音では、⑵ mira が強調されていると聴取する回答が、
167.3Hz 以下の場合よりも増える。しかし強調箇所がないという回答率も
61.48％と 50％を超えている。さらにピッチポイント 4 の F0 値が 1 番目
の F0 ピーク値 173.9Hz よりも 26.6Hz 以上低い 147.3Hz 以下になると、1
番目の F0 ピークの⑴ Lola が強調されていると聴取する回答が増えるが、
その中でも 107.3Hz から 87.3Hz までの場合とは異なり、147.3Hz から
117.3Hz の場合は強調箇所がないとする回答が 50％を越える。また、ピッ
チポイント 4 の F0 値が 177.3Hz から 207.3Hz までに見るように、mira の
mi に相当するピッチポイントが 1 番目のピークよりも約 13Hz 以上高く
なるとき、また⑶の blanca の ca に相当する F0 値 145.6Hz との差が
41.7Hz 以上の 187.3Hz、特に 51.7Hz 以上の 197.3Hz 以上になると、⑵ mi-
ra が強調されているようにかなりはっきりと聴取する傾向が見られる。
　次に表 2 を見ていく。前述の刺激音と同様に、これらの刺激音も全部で
5 つのピークから構成され、⑴の Lola の Lo に相当する 1 番目のピークは
173.9Hz を示す。この 1 番目のピークよりも 4 番目のピークに相当する
blanca の ca に相当するピッチポイント 8 が 10Hz 以上高く、全体で一番
高い F0 値である 185.6Hz 以上の時には、⑶ la torre blanca が強調されて
いるとする回答率が 42.22％、32.59％、48.15％となり、ここが強調されて





表 1　ピッチポイント 4 の F0 値を変化させた刺激音に対する聴取結果（％）
ポイント 4（Hz） ⑴ Lola ⑵ mira ⑶ la torre blanca ⑷ en la plaza 強調箇所なし
207.3 0.74 58.52 8.15 3.70 28.89
197.3 8.89 45.93 8.15 2.22 34.81
187.3 3.70 36.30 5.19 2.96 51.85
177.3 0.74 21.48 13.33 2.96 61.48
167.3 5.93 11.11 11.85 5.19 65.93
157.3 5.19 3.70 12.59 3.70 74.81
147.3 9.63 9.63 8.15 6.67 65.93
137.3 11.85 8.89 5.19 4.44 69.63
127.3 9.63 8.89 11.85 6.67 62.96
117.3 17.78 14.81 11.85 2.22 53.33
107.3 19.26 17.04 11.85 2.96 48.89
97.3 28.15 14.81 14.81 5.19 37.04
87.3 29.63 28.15 14.07 3.70 24.44
表 2　ピッチポイント 8 の F0 値を変化させた刺激音に対する聴取結果（％）
ポイント 8（Hz） ⑴ Lola ⑵ mira ⑶ la torre blanca ⑷ en la plaza 強調箇所なし
205.6 2.96 5.93 48.15 14.81 28.15
195.6 2.96 7.41 32.59 14.07 42.96
185.6 2.22 5.19 42.22 17.78 32.59
175.6 3.70 8.89 21.48 13.33 52.59
165.6 7.41 8.15 17.78 5.19 61.48
155.6 8.15 10.37 10.37 5.93 65.19
145.6 0.74 21.48 13.33 2.96 61.48
135.6 7.41 10.37 10.37 5.93 65.93
125.6 8.15 13.33 12.59 3.70 62.22
115.6 6.67 21.48 6.67 9.63 55.56
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5．考察と結論
　まず、表 1 の結果で見たように、ポイント 4 が 187.3Hz から 107.3Hz、
つまり、1 番目の F0 ピーク値 173.9Hz よりも 13.4Hz 高い場合と、66.6Hz
低い場合までは 50％以上の回答は強調箇所がないとしている。特に
13.4Hz 高い 187.3Hz と 66.7Hz 低い 117.3Hz の場合、「強調箇所なし」と回
答した割合はそれぞれ 51.85％、53.33％という結果であり、さらに 56.7Hz
低い 107.3Hz の場合も 48.89％が「強調箇所なし」という結果を示している。
すなわち、ほぼ 2 分の 1 の確率で「強調箇所なし」と判断されていること
になり、ポイント 4 がこれら 3 ケースの F0 値の場合は刺激の特定の箇所
に強調があると聴取する傾向があると言うことはできない。そこでこれら
の 3 ケースは考察対象から除外する。ポイント 4 がオリジナルの値
（177.3Hz）であった場合、つまり 1 番目の F0 ピーク値 173.9Hz よりも
3.4Hz（0.34st）高い場合、Martínez Celdrán et al.（2003）の「2 つの連続
する音調の知覚の閾値は 1.5st よりも大きい」という見方に従うと、この
差は知覚されないと推測される。また、3 番目の F0 ピーク（ポイント 6）




イント 4 が 197.3Hz と 207.3Hz の場合、1 番目のピークよりも 2.19st 以上
高 く、4 番 目 の F0 ピ ー ク 値 145.6Hz よ り も 51.7Hz（5.26st） 以 上 高 い
197.3Hz と 207.3Hz の場合は、ポイント 4 に相当する mira に強調がある
とする回答はそれぞれ 45.93％、58.52％で、他の部分に強調があるという
回答よりもかなり高い数値を示しているので、この差を知覚して強調があ
るとしたと推測される。一方、ポイント 4 が 87.3Hz の場合、3 番目の F0
ピーク値 135.0Hz との差は 47.7Hz（7.55st）であるが、1 番目と 2 番目のピ






　次に、表 2 で見られるように、ポイント 8 が 175.6Hz と 115.6Hz の場合
は 52.59％、55.56％とほぼ 2 分の 1 の確率で「強調箇所なし」とされてい
るので、ポイント 8 がこれら 2 ケースの F0 値の場合、刺激音の特定の箇
所に強調があると聴取する傾向が見られると言うことはできない。そのた
め、これらの 2 ケースは考察対象から除外する。第 4 番目のピークに相当
するポイント 8 が 125.6Hz から 165.6Hz の場合に強調箇所がないとする回
答は 60％を超えている。このことから、ターゲット語句の前半部分のピ
ークに相当するピッチポイント 6 の値 135.0Hz とピッチポイント 8 の値
165.6Hz を比較した場合に 3.45st の差があるが、この差がターゲット語句
の後半部分のポイント 8 に強調があると判断させるキューになることはな
く、発話内全体で一番高い F0 ピーク値になるポイント 4 の F0 値 177.3Hz
よりもポイント 8 の F0 ピーク値が低ければ、強調箇所がないように聴取
される傾向があると考えられる。一方で、ポイント 8 が 185.6Hz 以上であ
り、先行するピッチポイント 6 より 5.51st、後続するピッチポイント 10
より 6.49st 高く、発話内全体で一番高いピーク値を示せば、ターゲット語





番目と 2 番目のピークのように、隣接するピークの場合には 2.19st 以上の
差がなければ強調があると聴取されないが、隣接していない場合は、


















la mira la torre blanca en la plaza.「ロラは広場で白い塔を見る。」という答
え全体、つまり発話において音調句全体が焦点になるものである。一方、対
照焦点とは、¿Qué mira Lola en la plaza, mucha gente o la torre blanca?「ロ
ラは広場で何を見るの、たくさんの人々、それとも白い塔？」という疑問文
発話に対して、焦点になっている要素「白い塔」と競合関係にある「たくさ
んの人々」を対照させ、Lola mira la torre blanca en la plaza.「ロラは広場で
白い塔を見る。」の「白い塔」、つまり la torre blanca の部分が焦点となって
いる要素であると主張するものである。
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　　以下の付録 1 と 2 は、日本人スペイン語学習者と同じ刺激音をイベリア半島
出身のスペイン語母語話者 1 名が聴取した結果である。
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付録 1　ピッチポイント 4 の F0 値を変化させた刺激音に対する聴取結果（％）
ポイント 4（Hz） ⑴ Lola ⑵ mira ⑶ la torre blanca ⑷ en la plaza 強調箇所なし
207.3 0 100 0 0 0
197.3 0 80 0 0 20
187.3 0 0 0 0 100
177.3 0 20 0 0 80
167.3 0 0 0 0 100
157.3 0 0 0 0 100
147.3 0 0 0 0 100
137.3 20 0 0 0 80
127.3 0 20 0 0 80
117.3 0 0 0 0 100
107.3 0 20 0 0 80
97.3 0 80 0 0 20
87.3 0 100 0 0 0
付録 2　ピッチポイント 8 の F0 値を変化させた刺激音に対する聴取結果（％）
ポイント 8（Hz） ⑴ Lola ⑵ mira ⑶ la torre blanca ⑷ en la plaza 強調箇所なし
205.6 0 0 60 0 40
195.6 0 0 80 0 20
185.6 0 0 20 0 80
175.6 0 0 20 0 80
165.6 0 0 0 0 100
155.6 20 0 0 0 80
145.6 0 20 0 0 80
135.6 0 0 0 0 100
125.6 0 20 0 0 80
115.6 0 0 0 0 100
